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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 皮膚科についたスタッフは、実施箋と治療箋の内容が合っているかきちんと確認する様にしましょう。また、カルテへの記載洩れも見られていますので注意すると共に

当日のリーダーは最終確認を行って下さい。

· １１月２１日、２２日、２４日、２５日で課内研修があります。掲示はメンタルケア３Ｆとなっておりましたが、病院２階会議室へと変更になっておりますので、勤務確認の上、皆さん参加するようにしてください。

＜患者様連絡事項＞

・松田　富雄様～血圧低値続いており、三上Ｄｒ診察しています。血圧の薬（ディオパン）除剤した方がよいとのお話あり、２２日安ヶ平Ｄｒへ情報提供し、服薬調整して頂く事としています。併せてインフルエンザワクチンの接種を受けるかの確認をとる事としています。

・新山　潤様～　本日より２２日まで一泊二日の外泊に行かれております。出棟される前に御両親と退院の件について本人同伴で面談を行っております。

　　　　　　　　主治医より、幻聴・妄想は認められるが、病棟生活には大きな支障はない事伝え、今後の治療方針について、服薬と注射の併用を続けていく事を伝えています。ご家族は２～３ヶ月は外泊訓練をし、様子を見てから退院については考慮したいと話されております。

　　　　　　　　主治医より、退院後の事を考え、自宅近くの社会福祉資源を再度探していく事としています。

　　　　　　　　外泊から帰院された時、御家族様に書いて頂く外泊状況用紙を本人が見てしまう事があるので、スタッフは帰院時に御家族より直接確認をするようにしてください。

· 沢目　純子様～本日より作業Ａグループ導入となっております。（西病棟転入前、東病　　　　　　　棟にて他患者様から干渉を受けていたため、作業時での影響を考慮し

　　　　　　　　本来のＢグループではなくＡグループ導入となっています。）

· 村上　幸子様～病感、病識が少しずつ持ててきており治療意志の確認が取れたことより　　　　　　　本日より入院形態、医療保護入院→任意入院へ変更となっております。

· 山田　典子様～市営住宅の家賃の請求がきていましたが、本日代行にて医事室スタッフ　　　　　　　が支払いに行かれます。

・菅井　浩子様～２０日（日）朝７時頃、昼食後の薬を服用したと本人より話されてきております。理由については「飲めと聞こえてきた」と話し、自己服薬管理中止としています。暫くは詰所管理で行う事としています。異常体験に左右された言動について観察、確認を行っていきましょう。

・駒木　学様～　退院請求に係る審査結果について本人宛てに通知が届いており、立会いのもと、開封しています。通知は、現在の入院形態（医療保護入院）を継続し入院治療が必要であるという事で、その旨を伝えています。本人は「じゃあ、北病棟にいくんだな」と話しています。自身の状態を確認しながら検討していく旨伝えると理解を示す様子なく、不機嫌な様子見られています。自身の望む結果ではなかった事、転棟が思うように進まない事への焦り等から状態が変化する事が考えられますので、異常体験に左右された言動と、病棟日課への支障についての観察、確認をおこないましょう。　　

・　昨日、沢山の私物発注をしており、その事について弟様に連絡しています。

　　　　　　　　弟様は通帳内で収めて頂けるなら、私物発注は良いと話されています。

　　　　　　　　通帳の残金を知りたいとの事で後日、弟様へ伝える事としています。以前より、お小遣いをアップして欲しいとの話しあり、現在の小遣いの使い方では、退院後の金銭管理に支障が出る事伝え、計画を立てるように説明しますが、「大丈夫。今回だけ」と自覚のなさ伺えています。本人と話し合いを持ち、徐々に指導していきたいと思います。

　　　　　　　　お小遣いアップに関しては弟様が面会にいらした際に検討していきたいと思います。

＜週間連絡＞

· １１/２２（火）　タオル漂白

· １１/２２（火）　佐藤　優一様外泊より帰院。帰院時面談予定。

· １１/２３（水）　皮膚科お休みの為、電話にて処方の指示を頂いて下さい。

· １１/２４（木）　家族教室　１４：００～です。

· １１/２５（金）　歯科受診～　駒木　学様、成田　賀枝様　予定

· １１/２７（日）　バルサン予定

＜院長診察報告＞

· 成田　賀枝様～歯の痛みは大分よくなってきていると話されており、ヨウフェナック（2　　　　　　　5mg）処方となっておりましたが、次回より頓服にての服用としていま　　　　　　　す。

・高橋　百壽様～本人は土・日になると頭の具合いが割といいと話されております。休日はプログラムや作業がないので楽、平日は頭を使うので疲れてしまうとの事です。主治医より頭を使うトレーニングを行っていく事が大切であるとのアドバイスを受けています。

・本多　富美様～体重減量について、結果が出るように意欲を持って努力することが大事であるとの説明を受けています。余暇は自床にて横になっている事が多いので、できるだけ臥床しない生活をしていく事、と主治医よりアドバイスを受けています。

・本田　英之様～１１/２０、外泊より帰院されています。少し下痢気味との事です。外泊してくると体調崩しがちな為、月曜日からの生活をしっかりするよう、アドバイス受けています。

・北山　幸博様～気分については「まぁまぁ」と話しています。又、過去の事をいろいろ考えてしまうと話されており、周囲に対する攻撃的な言動は、病状であり、今は他者にかけた迷惑の事を考えずに今の事を考えていくようにアドバイス受けています。

＜注目患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・風穴　チエ様～１１月より、食事摂取拒否あり、スタッフの声掛けに対しても返答しなかったり「あっち行ってよ！」と話す事があります。

　　　　　　　　現在、周囲に対し、敏感となっており、その全てが自身の症状からくる被害的な思考に繁っているものと思われます。一見すると、スタッフを拒絶しているように捉えがちですが、風穴様自身はスタッフに関わって欲しい（話しを聞いて欲しい）という思いがあると考えられますので、本人の言葉だけで拒絶していると判断するのではなく、本人が状態不安定により辛い（苦しい）と感じている事を把握した上で積極的に関わるようにしましょう。

・春本　司郎様～周囲への嗜好品の要求したり、貸し借りをする事が多くなっています。現在、貸し借りによって大きなトラブルになる事はありません。本人の理解力と自己管理能力の低さが考えられます。本人の年齢や状態を考慮すると、今後、改善を期待する事は難しいと思われます。引き続き、嗜好品（煙草）管理を行いながら、本人が出来ない事より、出来ている事を維持、向上させる為のケアプランへ移行していく必要があります。

